
1東京潮陵樽中会 会報第11号

発行	 平成 26 年 3月末日（年1回発行）
発行元	東京潮陵樽中会
事務局	〒 177-0042 
 東京都練馬区 下石神井 3-19-9
 大浦辰次郎方
Tel	 045-933-0096（岸田方）
e-Mail	 info@choryo.org
HP	 http://www.choryo.org/

CHORYO PRESS No11

会報１１号　March 2014 

65 期の佐 島々 宏です。
　今回、会長に就任いたしました、佐 島々宏です。当番期の時に、
47 期上野淑子さんにお声をかけていただき、その時卒業生関係
企業の福引を企画し始めた事から、当時の苫米地会長から常任
幹事の指名を受け、お手伝いをし始めました。
　仕事は、建築設計事務所での設計や街づくりを34 年間継続の
かたわら14 社の会社設立や企業のコンサルティングを行ってきま
した。書生や嘱託・顧問の経験はありますが、勤めた経験無く、
皆様のご指導を仰がなければいけない事と考えております。
　先日、「デブ」と「ひげ」の会長は初めてとの先輩の言葉があり、
時代の流れと皆様に諦めて頂くしかないかなと考えております。
東京潮陵樽中会の現状
　例外なく、本会も会員の減少と個人情報保護法などの影響もあ
り会員予定者名簿も極端に減っており、継続する為には新たな方
向性模索が必要です。昨年、当番期のメンバーが参集して頂いた
ものの誰ひとり会員にはならず、この事を含め会員離れは自分た
ちの姿勢に問題がある事を実感致しました。
歓迎する事から始めよう！
　思い出すのは、我々は、潮陵入学時［対面式］という異常な歓
迎を受け、新たな出発をしました。ごちそうもされていない先輩か
ら、「当番だからやりなさい！」と言われても・・・しっかり「歓迎
から始めなければ」そしてこの歓迎を次の世代に・・・という思い
で、来年度からは、新関東人歓迎！新社会人歓迎！の企画に、時
期を変更し会運営を開始しようと考えております。

同期会の手助けをしよう！
　大浦会長のサポートも同期の結束が、大きな力となりました。私
も、60 歳 & 大震災をきっかけで、同期が集まったことから支援
を受けました。昨年の当番期も同期の結束はとても良かったです。
節目に同期で会えるお手伝いができないか？ この事を、同期会支
援優先で、名簿整理も徐々にできると信じ、本会の事業とします。
支援希望やご協力して頂ける同期会があれば、一緒に支援します。
潮陵に、小樽に何か支援をし続けよう！会に夢と希望を！
　お酒の好きな方はもちろんの事、たまに互いの元気を分かち合
う交流会は、とても意味のある人生の行事。加えて、母校や小樽
に恩返しをしたい気持ちは、皆さん持たれています。そこで、母
校や小樽を支援できる何かの形を構築しようと考えており、潮陵
倶楽部と協力し、支援事業を模索する事になりました。潮陵の同
窓会館にデスクを持ち、始動し始めました。
　支援活動情報を聞きほほえましく思う事ができる事業、たまに
訪問した小樽で支援成果を訪ねる事ができるような何かを研究開
発しようと考えております。ご意見
ありましたら是非お聞かせくださ
い、お待ちしています。
　皆様のご支援無くしては成り立
たない私です。次へのリレーが叶
いますように、今後ともご指導、
ご鞭撻の程、よろしくお願い申し
上げます。（平成25年度総会にて）

第57回定時総会、懇親会は、 平成 25 年 7月20日（土）
13 時 30 分より銀座ブロッサム （中央会館）において開催されま
した。総会では校歌斉唱、物故者黙祷、大浦辰次郎会長挨拶に
続き、 今 日出夫副会長を総会議長として選出し、以下の各議案に
ついて審議しました。
1.  第 56回（平成 24 年度）事業および会計報告
2.  役員改選の提案：会長 大浦辰次郎、副会長 梅田宏、監事  
  牧野藤厚の退任。新会長 佐 島々宏氏（65 期）、新監事 佐 
  竹茂市郎氏（63 期）の推薦
3. 第 57回（平成 25 年度）事業計画、収支予算について佐々 

  島新会長から報告
いずれも満場一致で承認され、第 57回（平成 25 年度）定時

総会は無事終了致しました。 なお、新人事は次の通りとなりました。
 顧問：大浦辰次郎 (54 期 )
 会長：佐 島々宏（65 期）
 副会長：仲川正子（56 期）
 副会長：今日出夫（67期）
 監事：佐竹茂市郎（63 期）
 事務局長：岸田仁（67期）
 事務局次長：福井早枝子（65 期）

会長挨拶

平成25年度総会開催報告

佐 島々 宏（65期）

潮陵
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　同窓の皆様、大変長い間お世話
になりました。 これまでの９年間、
皆様の暖かいご支援と裏方で頑張っ
て頂いた役員、事務局の方々のお蔭
様で無事、勤めることが出来ました。
本当に有難うございました。
　いろいろな方の応援を頂きまし
た。特にお前がやるなら応援すると
か、同窓会運営他に多大なる御助言
頂いた 45 ～ 49 期の皆様には感謝に
堪えません。はじめに心より御礼申
し上げます。

　在任中、①先輩から引き継いだＨ
Ｐの立ち上げ、②本会５０周年記念
式典の開催、③母校１１０周年記念
事業協賛金 200 万円の募金達成 ( 関
東在住の同窓へ呼びかけによる ) を
成し遂げさせて頂きました。ひとえ
に会員及び同窓の皆様のお力添えの
賜物です。有難うございました。会
費納入の会員増加は未だの感がござ
いましたが、期中決算では赤字を 
無くすことが出来たのでは・・と思っ
ております。

　同期会は横、同窓会は縦糸の絆で
あることを念頭に運営して参りまし
たが、一番強く感じましたのは情が
無ければ糸は切れるものだというこ
とです。先輩を敬い、後輩を愛する
気持ちが大事としみじみと思いま
す。
　これからの運営を託した新会長、
佐々島宏さん（65 期 ) は、若く（60 才
を越えてはいますが）バイタリティあ
る方です。 時代に即した新しい同窓
会を作り上げて頂けるのでは・・と期
待しております。私同様、御支援の程
宜しくお願い致します。
　最後に皆様のご健勝とご活躍を祈
念致しましてご挨拶とさせて頂きます。
本当に長い間有難うございました。

総会に引き続き懇親会が催されました。
大浦辰次郎前会長の功労に対し、謝辞として本間榮一氏（54期）

からスピーチと現役さながらの歌声を披露して頂きました。
安宅忍氏（49 期）からは、さすがは現役の舞台俳優と唸らせ

られる、軽妙洒脱なスピーチを頂きました。
上野淑子氏（47 期）からは、遡ること数十年にわたる東京潮

陵樽中会の歴史と絡め、大浦前会長のご苦労、ご尽力を窺わせ
る数多のエピソードのご紹介をいただきました。
和気あいあいとした歓談の後、恒例のくじ引き大会を行い、締

めには最年長出席者の樋口弘氏（36 期）から健康の秘訣に関す
るお話を頂くと共に、同氏の音頭により万歳三唱を行い、お開きと
なりました。

退任のご挨拶 顧問（前会長）	大浦辰次郎（54 期）

大浦氏
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【28期】樋口健三（横浜市） 商船三井系海運会社東京本社（銀座）
に永年勤務。横浜在住４５年、現在９７才で週二回近くの仲間
と囲碁を楽しんでいます（６段）。
【34期】和田克己（小平市） 最近一段と足腰の衰えを感じるよ
うになりましたが、何とか過ごしております。
【35期】佐藤精一（横浜市） ９１才になりますので外出は付き
添いがないと出られません。
【36期】上田正直（小金井市） 元気にやっています、昼寝しな
がら。 千葉誠一（下野市） 傘寿となりましたが、今の処未だ
元気です。 樋口弘（流山市） 老化と病気治療の副作用には苦
労しておりますが、活力を失わないよう頑張っております。
【37期】田中誠也（柏市） ほとんど連絡とれません。生きてる
だけです。 田中正良（さいたま市） 命に係わる病から免かれ、
何とか生きています。 田村鉄弥（川崎市） 大病はないのですが、
老化は十分に進んでいます。近くの公園に花を観に行く位が限
度です。
【39期】和泉哲雄（さいたま市）相変わらず元気にくらして居
ます。
【40期】中村厚一（川崎市） ７月以降、長野県軽井沢町へ移転
します。
【42期】勝田晴夫（八千代市） 年令ですので足、膝が弱り遠出
は出来ません。相変わらず孫達と一緒に暮らして毎日を過ごし
ております。 小林幸郎（四街道市） 個人的・社会的、国家的
に深刻な閉塞状況が続き、胸が潰れる思いですごす毎日です。
【43期】早見弘（目黒区） ８２歳になりました。３年生のとき
終戦、波乱の日本でした。しかし４～５年の２年間で、勉強の
くせをつくり、小樽高商～商大へ、そして一橋大の大学院へ、
母校に拾われ教職４０年。 間所一郎（我孫子市） 加齢に伴う
体力の低下を毎日実感させられています。同期生に会う機会も
めっきり減りました。 山口保（世田谷区） 老化防止の為、中
国語を個人教授の下猛勉中です。
【44期】五十嵐浩（千葉市） 時々原因不明の熱が出ます。その
時は入院させられますが、普段は元気にしています。 草野武
（調布市） 酒はやめましたが、ゴルフは続けています。 鬼頭建
治郎（所沢市） お蔭様で元気で余生を楽しんでおります。 本
間正和（三鷹市） 相模原協同病院脳神経外科、院長、顧問を経
て現在介護老人保健施設診療所で老人の健康管理や相談にのっ
ている所です。(高商２期 )  渡邉隼雄（三浦市） 小樽と同じよ
うな海の見える、三浦で元気に・・・・。８０才を超え、バイ
クに乗って「趣味の野菜づくり」のボランティアに精を出して
います。無農薬の自家製品は最高です！ 
【45期】松橋健司（取手市） 「一字はがき」の見本帖、出版し
ました。頒布価格は送料込で８５０円です。 山部清一（八王
子市） いまのところ息災です。
【46期】工藤孝友（札幌市） 静穏。 島雄一（横浜市） 先日検診
で病院にいきました。医者曰く、「老いる」「ボケル」「死ぬる」
これみな正常。光陰矢の如し、樽中時代が懐かしく思いだされ
ました。梅雨空に紫陽花が美しく咲いています。 桶谷米四郎（恵

庭市） 透析治療をはじめてから３年目になります。気分は元気
ですが、体力は極めておちております。絵画、読書、散歩など
の日課で楽しい日々です。今しばらく長生きしたいと念じてお
ります。 川越重義（横浜市） 一病息災にて、趣味（俳句、水
墨画）に専念しております。 須賀芳睿（千葉市） 樽中、潮陵
高、なつかしく思い出します。 中山茂博（横浜市） 年令を忘
れて、毎日を楽しく生活が出来るように、何事にも前向きに考
えております。そうなった時はそれで良い！ 中山条爾（柏市） 
８０歳になりました。北海道新幹線に乗って小樽に行きたい
が・・・・・。どうかしら。 本間佳（横浜市） お陰で満８１
才になりました。今年も８月に富士山の登頂としまなみ海道の
サイクリングを１０月にやるつもりです。 宗像静子（文京区） 
この夏８０才になります。何とかやっております。 望月富美（富
士見市） 八十才になりましたが今のところ変わりなく過ごして
おります。 渡辺光三郎（横浜市） 今年５月で傘寿になりまし
たが、友人と会ったり、庭仕事に専念しています。
【47期】上野淑子（横浜市） ４月１６～２８日ロンドン・パリ
へ娘と行って来ました。娘がロンドンマラソン出場で応援。 
金子明石（松戸市） 現在ガン治療中です。体調の良い時は家の
近くをゆっくり散歩したりなど軽い運動をしています。 佐々
木信（市川市） 特に変化ありませんが、年々時の経つのが早く
なります。 殿内俊次（鉾田市） ７８才の私に４月４日男の初
孫が授けられました。主の恵みに感謝です。 藤川五百子（杉
並区） ７月早々に小樽に参り、９月に帰ってくる予定です。小
樽の空気を満喫してまいります。 宮本和明（大和市） すこぶ
る元気。さて、今手元に紐解いている書籍『伊藤整』桶谷秀昭
　新潮社１９９９．４．１５刊（内容は評伝）がある。彼、伊藤
整氏は生粋の小樽人。わが潮陵（旧制小樽中学）の生んだ 20
世紀の日本文学界を代表する偉大な稀有の文学者（詩人・小説
家・翻訳家・随筆家）・文芸評論家である。氏の文学者として
の功績を称えた文学賞がある。商都小樽を文化都市としての名
声を高らしめる一端を担ってきた唯一の文学賞・伊藤整文学賞
の存在である。この文学賞の存在価値と評価を小樽の誇るべき
文化業績と考え密かに誇りに感じてきた。友人知人にも文学論
議の際、よく披瀝してきた。それが、何と何と小樽市の財政難
のため来年度を以って『悲しき終焉』を迎えると聞く。人によ
り『たかが文学賞』という人もいる。されど天下の伊藤整文学
賞の悲しき終焉の示唆するものは何か。『たかが文学賞、され

樽中、潮陵卒業生の皆さ〜ん、お元気でしたか？
『私はいま』 ※平成25年度総会案内時にご連絡頂いた方々の近況報告です。
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ど名だたる文学賞』僅かの金銭・資金捻出の工夫に欠けた結果、
文化果つる都市と化し歩み始めた小樽市の未来の諸相を示唆し
象徴しているように思えてならない。尊敬する或る潮陵の哲人
曰く、「歴史と先人を大切にしない教養欠如の文化土壌に将来
有為の人材は育たない」と。悲しむべきは何処の人か。主管す
る小樽市教育委員会は何を考え終焉の決断を下したのか。昨今
何処の教育委員会も人材育成能力欠如が問題視されている。果
たして故郷は。市幹部職員、在樽潮陵ＯＢ、現潮陵関係者の存
在や如何ならんや。箴言に、貧すれば鈍すると言う。財政貧苦
は文化滅する都市転落か。生まれ育った我が精神文化風土の小
樽凋落の象徴を『悲しき終焉』と視座し迎え歎ずる。水天宮境
内の歌碑は日本海の荒波を圧し向かい建つ。石川啄木の『かな
しきは小樽の町よ　歌うことなき人々の　聲の荒さよ』に懐か
しき故郷の精神文化風土を重ね苦吟しつつ凋落の道程を慨嘆す
る。
【48期】小島黎子（福生市） 至って元気に暮らしています。昨年、
樽中３３期の主人を亡くし、最近やっと諦めがつきました。毎
年東京で同期会をやっていますが年追う毎に出席者が減り、そ
れでも３０人近くは集まり一気に青春時代に戻ります。 武田
美通（比企郡） 鉄を素材とする彫刻を続けています。機会があ
りましたら、私の名前をＰＣで検索してみて下さい。
【49期】髙野眞一（多摩市） 程々に元気で暮らしています。こ
の８月で喜寿を迎えます。 松塚幸司（横浜市） お陰様で元気
に過ごしております。
【50期】小川礼子（千葉市） 病院通いに忙しい最近です。 蛸島
義弘（入間市） 朝晩の愛犬散歩とジム通い。月 1回のGolf に
備えて、打込み継続。定例の飲み会には必ず参加！持病の高血
圧症と睡眠時無呼吸症候群とも仲良く付き合って、元気に過ご
していきたいと思っております。よろしく！ 町田榮一郎（江
戸川区） 小樽の坂道、６０年前だったら、カケ足で上れたんだ。
卒業して半世紀以上たった人です。 森川忍（入間市） 福島の
郡山市在住の一人娘の子の二人（中３、小５）も放射能に怯え
て暮らしており、日本の社会と子供・孫の将来の安全と生命保
証のためにも、と反原発の国民運動に、２年前から関わってい
ます。会員各位にも広く原発廃絶を訴えたいです。
【51期】大木恵子（横浜市） 元気にしております。 佐々木允明（横
浜市） 故郷が次第に遠くへ霞んで行きます。思い出の街角や山
野は今どのようだろうか？ 住友忠明（小平市） すこぶる元気
で毎日、通勤しています。 鳥谷部昭夫（我孫子市） 何かと元
気でゴルフを楽しんでいます。 野田徹（さいたま市） 相変わ
らず仕事を楽しんでやっています。 水上真吾（狛江市） 相変

わらず元気です。
【52期】岩木義明（横浜市） 元気でやっています。
【53期】浜田晴江（横浜市） 元気にしております、明石在中の
１００才の義母との同居でしばし、横浜を離れています。とに
かくしっかり頭で元気な１００才なので負けそー、です。 堀
内昭忠（春日部市） 野外活動に参加します。 鷲巣みち子（さ
いたま市） 成まで頑張ります
【54期】小川原康文（鎌ヶ谷市） 加齢と共に持病が増えました
が家庭菜園を楽しんでおります。 関捷一（鎌倉市） 何かと元
気に余生を楽しんでます。 畑田晴子（富士市） 世界遺産になっ
た富士山をながめ元気にすごしております。 藤田幸久（横浜市） 
４月末でＩＴ企業の相談役を退任し、完全な年金生活者となり
ました。趣味のミステリー創作は、ペースを落としていますが、
続けています。またブログも継続し、最近アクセス数が１３万
件を超えました。週２回のジム通いも継続し、健康維持に努め
ています。 生瀬良造 ９月２９日から開催される東京国体へ成
年女子バレーボールの東京代表（大学選抜チーム）で出場する
ことになり、当日は第一回の強化合宿期間と重なり欠席いたし
ます。今大会は昭和３５年（潮陵１０期生が高校３年時に開催）
以来５３年振りの東京開催で、潮陵時代は全道大会で２位とな
り出場を果たせなかった大会でしたので感慨無量です。
【55期】堀井紘一（あきる野市） ６月２７日より、あきる野市
へ転居します。 箕輪隆平（中野区） 古希を過ぎましたが何か
と元気にやっています。 矢後勝洋（世田谷区） 盛岡での勤務
を終え１２年ぶりに東京に戻ってきました。 大村麗子（榛原郡） 
元気に過ごして居ります。次回は出席したいと思って居ります。
【56期】加藤義雄（上尾市） ７／２８～８／１のスケジュール
で私共夫婦と娘、孫とで札幌、旭川、小樽など々旅行します。
今から楽しみです。 新谷與一郎（流山市） 小生、大阪で定年
退職後、流山市に移り住んで１０年４月で古希を迎えましたが、
年齢相応に月１回の通院はあるものの、元気に過ごしておりま
す。小樽の実家は、５年前に解体処分をしましたので、故郷を
訪れる機会が少なくなりました。元気なうちに小樽を訪問、母
校の丘、五百羅漢など散策したいと思っております。 牧口裕
貴子（八王子市） 年相応に元気です。（在宅でのお仕事も継続中）
【57期】安西ミヤ子（さいたま市） ６月１４日に北海道で５０
周年目の同期会に初めて出席させて頂きました。 飯村淳子（流
山市） ６月１４日に小樽潮陵高校５７期、卒業５０周年同期会
がありました。恩師４名、参加生徒合計１２４名と大盛況でし
た。自宅近くの、水天宮のお祭りで、楽しく懐かしい思い出
ができました。 石森洋子（柏市） 小樽で５０周年同期会に出



席してまいりました。 
金栄和彦（八王子市） 
来年は東京で「古希の
集り」が企画されてい
ます。 久松頴子（川
口市） 我母校卒業５０
周年の記念同期会を
大々的に行なわれまし
た。小樽、札幌の役員
の皆様のご苦労に心よ
り感謝しつつ、童心に
戻って、有意義な時を
過ごして参りました。
これからも健康を第一
にと、お互いにカクニ
ンしつつ・・・・・。
【58期】佐藤勝英（横浜市） ６月末で現役引退しました。あと
一年顧問として残ります。
【59期】蓼沼鋼（米沢市） フィンランドに行ってみたい方、案
内します１０日以上。 堀喜久子（秦野市） 時々仕事、時々あ
そびを楽しんでいます。
【60期】北村俊昭（狛江市） 相変わらず出張の多い日々を過ごし
ております。 小坂実（柏市） 定年退職後、足腰が不調です。 重
田秀人（横浜市） 元気に水先案内人を続けています。
【62期】武田立（品川区） ７／１から東北大のベンチャー育成
事業に参画し、人生最後のご奉仕をしております。 寺村文雄（川
越市） 現役でやっています。毎日が忙しいです。
【63期】佐竹茂市郎（立川市） ボランティア活動で毎日忙しい
です。 中村昭夫（横浜市） 第二の職場は、練馬区立の駐車場。
会社では６０歳代は「金の卵」と言われ、フルタイムで勤務し
ています。
【64期】苫孝二（渋谷区） 今回、参議院選挙のため、出席でき
ません。来年の総会には参加できると思います。 橋本明久（世
田谷区） ６月から新しい職場で汗をかいています。
【68期】吉田幸弘（江戸川区） ２月に、１０年前に上梓した翻訳
書の新装版を刊行しました。A・エーブル著『大作曲家が語る
音楽の創造と霊感』出版館ブッククラブ刊。6名の作曲家（ブラー

ムス、R・シュトラウス、プッチーニ、フンパーディンク、ブルッ
フ、グリーグ）の貴重なインタビューが収録されています。
【73期】海野道子（新宿区） 俳号 櫂未知子 として活動してい
ます。 大町宏志（新宿区） 肉眼彗星になるのではないかと期待
されていたパンスターズ彗星はとうとう観望できませんでした。
【76期】杉中淳子 ６月に夫婦で、鎌倉の長谷寺、成就院のア
ジサイをみてきました。正直、小樽にいた時はアジサイに特に
関心もなかったのですが・・・・。今や、毎年、鎌倉行ってい
ます！そのあと夫婦でビール、それも楽しみ。
【81期】福田洋（中央区） 順天堂大学医学部総合診療科に勤務
しています。医師になり２０年が経過しました。
【82期】柳原文（千代田区） ７月２０日総会ですが翌日から早
朝から今年もイギリスとフランスに語学研修引率で出張のため
前日は成田空港近くに前泊することになりました。残念ですが
欠席いたします。皆様にどうぞよろしくお伝えください。昨日
（６／２９）２６年ぶりに関東地区にいる８２期同期会を開催
しました。お声がけしたところ全国に広がり２４人参加して盛
り上がりました。今度は札幌の長岡会長の息子さんが同期なの
で、札幌で同期会開催するときはツアーを組んで行きたいと盛
り上がっています。札幌と関東地区の８２期は合わせ五十人近
くつながりました (*^-^)。加藤こうじくんは参加できませんで
したが皆様によろしくとのコメントを乾杯の時にいただきまし
た。いずれは８２期が樽中会でも活躍できるように今からつな
がりを作っておきます。

北海道新聞（夕刊）2013 年 6月19日（水）掲載

当会ホームページURL	 http://www.choryo.org/

BLOG	web交流URL	 http://otaruchouryou.blog45.fc2.com/

事務局宛電子メール	 info@choryo.org

ホームページおよび「BLOG	web交流」活用のお勧め

皆様の近況報告、寄稿、活動紹介や同期会報告等を事務局宛お寄
せください。当会のホームページあるいは「BLOG	web交流」に随時、
掲載させていただきます　なお、平成26年度総会出欠返答でお寄せ
いただいた近況報告・コメントは、次回の会報だけでなく、随時「BLOG	
web交流」に掲載させていただきます。
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訃報
高木 養造（30 期）平成 25年 7月
館 英四郎（34 期）平成 25年 11月
安川 英昭（45 期）平成 26年 2月

以上、平成 25 年度総会以降にご連絡頂いた方々です。
謹んで哀悼の意を表し、ご冥福をお祈りいたします。
※安川様には平成 4年～平成 11 年に渡り、本会副会長

として本会に貢献して頂きました。平成 14年 7月 7日の総
会では、セイコーエプソン㈱会長職として多忙な中、母校
創立 100 周年記念として「クオーツウォッチとプリンター
の商品開発における秘話」を御講演いただきました。
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俳句というと松尾芭蕉の「古池や」を思い浮かべるかたが
多いかと存じます。五七五の簡素な詩であり、そこに「季語」
が入っていることをご存知のかたも多いでしょう。上京して十
年経った頃、私は俳句を始めました。当時悩んだのは、歳時記
に載っている季語のほとんどが本州を基準としていることでし
た。子どもの頃に梅雨を経験していない、動植物も本州とはか
なり違う……。東京で普通に暮らしているつもりが、突然、育っ
た環境と今置かれている環境との違いに気付かせられたわけで
す。
しかし、季語を勉強しているうちに、見えてきたものがあ

りました。たとえば、つねに太陽が出ている冬しか知らない東
京の人達と、「明日、雪はどのくらい降るのか」と不安げに空
を見上げる小樽の人達が、「春」という言葉に対してどんなイ
メージの違いを持つのだろうか、ということです。太平洋岸の
人達が「春」を口にする時と、雪に閉ざされていた地域の人達
が「春」と言う時の思いは明らかに違う、それを俳句は気付か
せてくれました。
季語に関して、北海道在住の俳人さん達は、明らかにハン

ディキャップを負っています。桜は東京よりも一か
月以上遅く咲くし、秋は駆け足で過ぎ去り、気付け
ば長い冬になってしまっています。しかし、本州と
は異なった気候だからこそ、できる俳句があるので
はないかと、何年か前から北海道での「出前句会」
を始めました。さらに、母校・潮陵高校でも俳句を
始める在校生が出てはくれないかと、ミニ講演及び
ワークショップめいたことを試してみました。春の
季語である風船を膨らませ、それを一句にして貰っ
たのです。それは、ここ数年指導している東京の開
成高校の俳句部が、愛媛県松山の「俳句甲子園」で

毎年のように優勝か準優勝をしていることに刺激されたからで
す。母校ではない学校の指導を自分は何年もしている、しかも
結果は出ている。ならば、母校をちゃんと指導しよう、いつの
日か俳壇を担う人が潮陵から出るかもしれないと思ったのでし
た。当日は、自分の意見を言うことに慣れていない在校生たち
の初々しさを可愛く思い、と同時に、「もっと言っていいのに」
と多少歯がゆく感じつつ、校門を後にしました。
今春より「NHK俳句」という、Ｅテレの番組と雑誌が連動

している企画に選者として出演、そして執筆します（二年間の
予定）。俳句を始めた頃は想像もしていなかったのですが、た
とえ愚かでも懸命に続けていれば、その分野での仕事を任され
ることがあるのだと知りました。
夢を持つのは大事なことです。しかし、もっと大事なのは、

夢を実現すべく行動を起こすことです。俳句という、ごく地味
な分野ではありますが、馬鹿にされ、男尊女卑の嵐に見舞われ
ながら、私は自分の道を模索してまいりました。これから始め
るかたたちには、もっと平坦な道がひらけているはずです。本
業である仕事、そしてもう一つの自己実現。どちらも素敵ですね。

　東京潮陵樽中会の皆様はじめ
まして、潮陵 100 期生の直江
香世子と申します。今回このよ
うな機会に恵まれました事に大
変感謝しております。私は現
在、東京藝術大学大学院にてコ
ンピュータ音楽を含む現代音楽、
そしてアニメーション・映像と

音楽のコラボレーションについて学んでおります。また 2010
年からは作編曲家・ピアニストとして、毎年大晦日に札幌で行
われる「HTB・朝日ジルベスターコンサート」のオーケストラ・
アレンジや、アーティストへの楽曲・アレンジ提供、そして色々
な場所でピアノ演奏をさせて頂いております。まだまだ駆け出
しの身ではありますが、今後は今よりもたくさんの方々に自分
の音楽を届ける事が出来るよう日々精進してまいります。
　実は音楽系の大学へ進もうと決意したのは高校 2年生の冬、
進路最終決定の日でした（それも親に内緒で…）。小学生の頃

から漠然と医療系の仕事がしたいと思っておりましたが、高校
生になると自分が何をしたいのかわからなくなっていきまし
た。恥ずかしながら勉強にも手がつかず、悶々と日々を過ごし
ておりました。そんな中、当時所属していた音楽部の顧問であ
る廣原誠先生をはじめ、地元の中学校の友人達が『あなたが本
当にやりたいことは音楽なんじゃないの？今諦めたら、一生後
悔するんだよ』と背中を押して下さったのです。ピアノは小さ
い頃から習っておりましたが、どちらかというと、レッスンで
習うクラシック音楽よりもTVで流れる音楽などをアレンジ
して弾く事が大好きでした。当時の私は「音楽は完全なる趣味」
と割り切っていましたが、実際は「音楽の世界は厳しいから」と、
はなから諦め逃げていたのだと思います。その一方で、高校1
年生の冬に廣原先生が「次回の音楽部定期演奏会の1ステージ
分を合唱編曲してみないか」とご提案下さり、そこで編曲の楽
しさを再認識した事により、音楽への憧れもより確かなものに
なっていきました。音楽の分野にしては非常に遅すぎるスター
トでしたが、そこからは作曲専攻の入試に必要な勉強を精一杯

寄稿　『夢を実現する』

寄稿　『感謝と初心を忘れずにいたい』

 櫂 未知子 （海野 道子）（73 期）

東京藝大大学院音楽音響創造研究分野修士二年　直江 香世子（100 期）

北海道新聞　2013 年 11月 19日（火）掲載



＊直江香世子ウェブサイト
http://kayokonaoe.wix.com/home
＊Sprung	Rhythmウェブサイト
https://sites.google.com/a/k-naoe.com/sprung-rhythm/
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始めました。最初は反対していた両親も、許し
てくれてからは全面的に私を毎日応援してくれ
ました。
　1年後、色々な方のご支援のおかげで北海道教
育大学岩見沢校の作曲専攻に入学しました。大
学ではクラスメイトのピアノ伴奏をしたり、コ
ンサートのアレンジをしたりと、本当に音楽漬
けの日々でした。そして、そこでの仲間との出
会いは私の音楽活動にとってかけがえのないも
のになりました。クラシック音楽も、色々な視
点から見つめ直す事ができ、大好きになりまし
た。特に、ヴァイオリニストの林ひかる、ソプラノ歌手の中
江早希、フルーティストの按田佳央理とは、現在「Sprung 
Rhythm」というユニットで演奏活動を続けています。2013
年には、林ひかるとCD「涙のあとに・・・」をリリースする
ことが出来ました（Youtube や私のウェブページに音源がご
ざいますので、ご覧頂けると幸いです）。
　高校・大学時代を振り返ると、自分は本当にたくさんの素敵
な方々に恵まれたのだと感じます。高校時代にそのまま音楽の
道を諦めていたら…と考えると、友人の言った通り、一生後悔
していただろうと思わずにはいられません。たくさんの方々の

支えがあったからこそ、今の自分があるのだという事を決して
忘れずに、そしてその方々のあたたかいご支援を無駄にしない
よう、今後も精一杯音楽に向かい合って行きたいと思います。

佐々島会長はじめ東京潮陵樽中会の皆様には、日頃より本校
教育活動に多大なるご支援を賜り､ 心より御礼申し上げます。
本校の近況につきましてご報告させていただきます。
引き継がれる文武両道の伝統
平成25年 3月には第 107期生が卒業しました。勉学・部活

動に良く頑張り、現役浪人あわせて北海道大学医学部はじめ
１３７名が国公立大学に合格しました。平成 25年 4月 8日､
男子 131 名、女子 149名、計 280名の新入生を迎えて全校生
徒836名で平成 25年度が船出いたしました。
文武両道の伝統は引き継がれ、90％以上の生徒が何らかの

部活動に加入して、勉学と部活動との両立に汗する姿が見ら
れました。中でも高体連サッカーではサッカー部創部 45年目
で初の全道ベスト４進出を果たし (公立高では潮陵だけです )、
あと１勝で全国大会出場というところまで勝ち上がりました。
また、野球は夏の甲子園で後志地区大会決勝まで駒を進めまし
た。北照との代表決定戦では３回表まで２－０でリード、６回
表までは２－２の同点、結果は３－２で敗れましたがすばら
しい試合内容でした。8月､ 吉田紗奈江さんがインターハイ陸
上８００ｍに出場し 2分 14秒 44の自己ベストで小樽後志新
記録を樹立しました。7月末には放送部員4名がＮＨＫ放送コ
ンテスト全国大会に出場し、創作テレビ部門で優良賞（全国４
位）を受賞しました。またラグビー部の米山忠宏君は合同チー
ムラグビーフットボール大会に北海道選抜チームで全国大会出
場を、さらには 10月には文芸部が詩部門で高文連北海道東北
文芸研究大会出場を果たしました。あわせますと文化系では
１０、体育系では１８の部活動が全道大会に出場しました。

同窓の皆様のご支援・ご協力に感謝
10月 7日、小樽藪半社長の小川原格氏を本校にお招きして、

社会で活躍するOBによる職業講話として２学年全員を対象
に「まちづくりと蕎麦屋」という演題でご講演いただきました。
また、10月 16日、北海道庁くらし安全局長浜田美智子氏によ
る、１学年全員を対象にした職業講話が開催されました。社会
人になるということ、働くということ、潮陵高校での出会いを
中心にお話しいただきました。詳細はＨＰをご参照下さい。
また、11月 18日、東京でご活躍中の俳人 櫂未知子さんに

よる俳句教室が本校で開催されました。是非、後輩に俳句甲子
園を目指してほしいという櫂さんの熱い思いで実現しました。
当日は新倉同窓会長夫妻ほか 20数名が参加し、現在文芸部を
中心に俳句甲子園出場への気運が高まりつつあります。
11月 17日、山内進一橋大学長が来札の折に、短時間です

がご懇談する機会をいただきました。高校時代の楽しかった思
い出話に花が咲くと同時に潮陵の伝統と進取の精神の一端に触
れることができました。また、10月 26日、小樽市内の小学校
生徒保護者を対象に、市PTA連合会主催で市民会館において
市内高等学校8校が合同で高等学校説明会が開催され、その折、
各界でご活躍するOBをご紹介させていただき、「社会へ出て
も潮陵」をアピールいたしました。
活躍する先輩達の姿は在校生にとって人生の指針そのもの

であり、また目標でもあります。世代を超えたつながりの持つ
力を在校生の糧としながら、未来への架け橋としての本校生と
潮陵の伝統を大切に育ててまいりたいと存じます。今後ともご
支援のほど、よろしくお願い申し上げます。

学校短信（平成26年 2月25日） 小樽潮陵高等学校 校長 湯田恭丈
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皆様ご承知のように、本会は会員間の懇親と母校支援を主た
る目的としています。平成25年度の総会では、今後の事業方針
として「懇親機会の充実に加え、母校支援にも力を注いでいく」
こととしました。
一方、この事業方針に沿った事業を推進する上で、二つの大

きな課題を抱えております。その１）当会事務局で連絡先等の
情報を把握している会員の多くは60歳以上の方々であり、60
歳未満の会員情報を把握しきれていないこと。その２）会費の
納入・寄付が激減しており、事業推進の原資が不足していること。
課題その１）については、その対処として、①昨年11月に

各期幹事に依頼し、同期連絡先情報の精査・更新、②本年3月

1日挙行の母校卒業式において、関東・東京圏へ新たに居住す
ることになる新卒生徒（およびその兄姉等の若年同窓生）へ「歓
迎します。まずは本会へご一報を。」を旨とする文書の配布、等
を実施しました。
課題その２）については、会費・寄付を納入頂けている方は

ごく一部に留まり、特に平成25年度では100人強となっており
ます。この状況・傾向が継続すると諸事業推進はもとより、総
会開催案内の送付すら困難となる見込みです。
つきましては、下記の「連絡先情報の登録・更新」と「会費

納入と寄付・広告協賛」についてご協力をお願い申し上げます。

事務局からのお願い

役員・幹事

発行日 平成 26 年 3 月末日　　　編集発行人 東京潮陵樽中会 番匠博隆（65 期）　　　デザイン 小島綾乃（90 期）

●連絡先情報の登録・更新について
皆様ご自身の連絡先等の情報更新と、同期のご友人へ登録・更
新の促しをお願い申し上げます。なお、通信費の節約のために、
パソコンやスマホで電子メールをお使いの方はメールIDの登録
をお願い致します。
１ 郵送：事務局長  岸田 仁 宛　
  〒226-0012 
  横浜市緑区上山3-39-16-D302 
２ 電子メール  info@choryo.org
３ ホームページ経由  http://www.choryo.org/
４ Facebook経由  ページ“東京潮陵樽中会”

●会費納入と寄付・広告協賛について
年会費は2,000円です。次のいずれかの方法でお振込をお願い
申し上げます。なお、広告協賛につきましては事務局までご連絡
をお願い申し上げます。

１ ゆうちょ銀行の払込取扱票による振込みの場合
①口座記号は「００１８０-８-」
②口座番号は「６１０６９」※右詰
③加入者名は「東京潮陵樽中会」

２ ゆうちょ銀行からの振替(記号番号で電信振替)の場合
①送金先口座は「００１８０－６１０６９」
※払込取扱票での口座記号末尾「-８-」は不要。
３ ゆうちょ銀行からの振替(店名で電信振替)の場合
①店名は「ゆうちょ銀行〇一九（ゼロイチキユウ）店」
②口座種別は「当座」
③口座番号は「００６１０６９」
４ 他の金融機関（ゆうちょ銀行以外）から振込の場合
①銀行名は「ゆうちょ銀行」
②店名は「〇一九店（ゼロイチキュウ店）」
③口座種別は「当座」
④口座番号は「００６１０６９」 

平成25年12月1日現在


